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Ⅰ．公開草案等の公表

IASBが資本の特徴を有する金融商品の会計処
理に関して協議（2018年 6月 28日）
　国際会計基準審議会（IASB）は、金融商品
を発行している企業が財務諸表においてそれら
をどのように分類すべきかに関するディスカッ
ション・ペーパーを一般からコメントを求める
ために公表した。コメント期限は 2019 年 1 月
7 日である。
　IAS 第 32 号「金融商品：表示」は、現在、
金融商品を発行している企業が金融負債と資本
をどのように区別すべきかを示しているが、継
続的な金融イノベーションにより、債務（負
債）と普通株式（資本性金融商品）の両方の特
性を組み合わせた一部の複雑な金融商品の分類
が困難となっている。
　このような状況において、IASB は、IAS 第
32 号の分類結果を根本的には変えずに、金融

商品が負債又は資本性金融商品のいずれかに分
類される理由について明確な論拠を示すこと、
及び表示及び開示を通じて提供される情報を拡
充するための提案について意見を求めている。
　詳細については、本誌 61 頁の「IASB ディ
スカッション・ペーパー『資本の特徴を有する
金融商品』」を参照いただきたい。

Ⅱ ．その他の IASB関連のプレスリ
リース

IASBが「経営者による説明」の協議グループ
のメンバーを発表（2018年 7月 10日）
　IASB は、IFRS 実務記述書「経営者による
説明」の更新のための協議グループのメンバー
を発表した。当該協議グループは、財務報告の
利用者、監査人、財務諸表作成者、証券監督機
関及び基準設定主体を含むさまざまな法域及び
経歴のメンバー及びオブザーバーで構成さ
れる。
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　当該協議グループは、「経営者による説明」
制度の開発及び適用並びに「経営者による説
明」において開示される情報を用いる際の実務
経験及び専門知識を持つ人員及び組織へのアク
セスを IASBに提供する。

Ⅲ ．IFRS財団関連のプレスリリー
ス

1．IFRS財団が自身の定款に対する狭い範囲
の変更に関して協議（2018年 6月 19日）
　IFRS 財団の評議員会が、自身の議長及び副
議長の在任期間の上限を延長するために、
IFRS 財団の定款に対して狭い範囲の変更を提
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案した。コメント期限は 2018 年 9 月 17 日で
ある。
　具体的な修正案は次のとおりである。
・評議員会の議長の在任期間の上限を 9年に延
長する。
・議長を評議員会の内部又は外部のいずれかか
ら選任する選択肢を与える。
・副議長が評議員会の中から選任されることを
明確化し、在任期間の上限を 9年とする。

　当該変更は、リーダーシップの継続を通じ
て、財団の安定性を守るための柔軟性を提供す
る一方で、評議員会において適切な多様性と独
立性を確保する。また、評議員会の再任の要件
を明確化することにもなる。

2．IFRS財団の評議員会が IFRS解釈指針委
員会のメンバーを任命（2018年 6月 26日）
　IFRS 財団の評議員会が、Guy Jones 氏と熊
谷五郎氏を IFRS 解釈指針委員会のメンバーに
任命した。
　Guy Jones 氏は、Ernst & Young のトロン
ト事務所のプロフェッショナル・プラクティ
ス・グループのパートナーであり、Ernst & 
Young の国際 IFRS 政策委員会のメンバーで
ある。会計及び企業報告の問題の解決において
30 年の経験があり、同様にカナダ及び米国の
規制に関する諸問題に対する経験がある。ま
た、カナダ会計基準審議会（AcSB）の IFRS
討議グループ及びカナダ証券管理局の財務報告
諮問委員会のメンバーである。
　熊谷五郎氏は、みずほ証券（株）の市場情報
戦略部の上級研究員及び京都大学経営管理大学
院の客員教授である。また、同氏は、公益社団
法人日本証券アナリスト協会を代表して IFRS
諮問会議の副議長を務めていたが、IFRS 解釈
指針委員会のメンバー就任時に退任となる。
　両氏の任期は 3 年間であり、2018 年 7 月 1
日から開始している。

3．Erkki Liikanen氏が IFRS財団の評議員会
の議長に任命（2018年 7月 18日）
　フィンランド中央銀行の前総裁 Erkki 
Liikanen 氏が IFRS 財団評議員会の議長に任命
された。これにより、重大な国際経済及び政策
のリーダーシップの経験がもたらされることに
なる。同氏は、2011 年以来議長を務めている
Michel Prada 氏の後任である。
　同氏は、フィンランド中央銀行の総裁として
7 年間の任期を 2 期務めた。また、2004 年以
降、国際通貨基金の総裁及び欧州中央銀行の政
策理事会のメンバーを務めている。
　同氏は国際的な職務経験を長年積んでいる。
フィンランド中央銀行に入行する前は、欧州委
員会の委員を務め、最初に予算、後に企業及び
情報社会を担当した。また、1987 年から 2009
年までフィンランドの財務大臣を務め、1990
年から 1994 年まで外務省で欧州連合のフィン
ランド関連の任務の代表を務めた。同氏はま
た、21 歳で最年少でフィンランドの国会議員
になり、1972 年から 18 年間務めた。
　同氏は、当初 3 年間の任期で任命されてお
り、2018 年 10 月に南アフリカのヨハネスブル
クで開催される会議の後に任期が開始する。
　同氏の任命に関する勧告は、IFRS 財団の評
議員会によって全会一致で支持され、その後
IFRS 財団のモニタリング・ボードによって承
認された。

Ⅳ ．IASB 会議、IFRS 解釈指針委
員会

　IASB の会議は、ロンドンの IASB 本部で以
下のとおり開催された。
・通常会議（2018 年 5 月 22 日、23 日）
・通常会議（2018 年 6 月 20 日、21 日）
・通常会議（2018 年 7 月 17 日、18 日）
　また、IFRS 解釈指針委員会の会議は、2018
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年 5 月 9 日（ビデオ会議）及び 6 月 12 日（ロ
ンドンの IASB 本部）に開催された。（詳細に
ついては、本誌 74 頁の「2018 年 5 月及び 6 月
の IFRS 解釈指針委員会会議における議論の状
況」を参照いただきたい。）

Ⅴ．その他の IASB関連会議

・2018年 5月 2日　IFRS第 17号の移行リソー
ス・グループ（TRG）会議（ロンドン）
・2018年 5月 14日から16日　新興経済グルー
プ（EEG）会議（クアラルンプール）（詳細
については、本誌 44 頁の「2018 年 5 月 新
興経済グループ（EEG）会議報告」を参照
いただきたい。）
・2018 年 6 月 5 日から 7 日　IFRS 財団の評議
委員会のデュー・プロセス監督委員会
（DPOC）会議（ロンドン）
・2018 年 6 月 14 日及び 15 日　IASB の代表者
と資本市場諮問委員会（CMAC）及び世界
作成者フォーラム（GPF）との合同会議（ロ
ンドン）（詳細については、本誌 78 頁の
「CMAC─GPF 合同会議（2018 年 6 月）出席
報告」を参照いただきたい。）
・2018 年 6 月 20 日　IASB と米国財務会計基
準審議会（FASB）との合同会議（教育セッ
ション）（ロンドン）
・2018 年 7 月 9 日、10 日　会計基準アドバイ
ザリー・フォーラム（ASAF）会議（ロンド
ン）（詳細については、本誌 49 頁の「2018
年 7 月開催 ASAF 会議報告」を参照いただ
きたい。）


